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市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、
協
議

の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　

市
長　

非
常
に
微
妙
な
問
題
で

あ
る
。
具
体
的
な
中
身
が
出
れ
ば
、

地
域
の
方
々
に
お
知
ら
せ
す
る
。

　

�
市
外
で
の
処
理
を
模
索
し
た

経
過
は
あ
る
か
。

　

市
長　

多
摩
地
区
に
お
い
て
は
、

実
現
の
可
能
性
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

■
こ
の
他
に
、
市
役
所
Ｈ
Ｐ
か
ら

携
帯
電
話
に
、
市
立
小
中
学
校
の

校
歌
を
着
信
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
ご
み
焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
、

�
国
分
寺
市
と
交
渉
を
始
め
た
経

過
は
。
�
議
会
に
も
相
談
な
く
、

小
金
井
市
の
責
任
で
建
設
用
地
を

確
保
す
る
と
い
う
条
件
を
提
示
し

た
経
過
は
。
�
国
分
寺
市
と
合
意

形
成
に
至
ら
な
い
理
由
は
。

　

市
長　

現
在
進
め
て
い
る
方
向

以
外
に
選
択
の
余
地
は
な
い
。

　

環
境
部
長　

国
分
寺
市
の
議
会

等
で
本
格
的
に
議
論
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

�
二
枚
橋
焼
却
場
の
跡
地
問
題

に
つ
い
て
の
府
中
市
・
調
布
市
と

の
交
渉
状
況
は
。

　

市
長　

調
布
市
・
府
中
市
に
正

式
に
申
し
込
ん
だ
内
容
は
な
い
。

　

�
市
民
に
説
明
も
さ
れ
て
い
な

い
し
、
意
見
を
述
べ
る
場
も
な
い
。

焼
却
場
問
題
を
問
う

学
校
備
品
の
購
入
費
、
耐
震
診
断

の
経
費
、
部
活
の
運
営
費
、
福
祉

予
算
の
充
実
等
様
々
な
分
野
で
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
施
策
は
、
市
長

の
予
算
提
案
権
へ
の
介
入
と
考
え

る
か
。

　

市
長　

市
長
の
予
算
提
案
権
の

侵
害
と
は
考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
に
、「
高
齢
者
世
帯
住

宅
の
耐
震
補
強
工
事
と
し
て
、
没

後
精
算
に
よ
る
融
資
斡
旋
制
度
の

制
定
に
よ
り
、
福
祉
政
策
、
防
災

政
策
、
消
費
者
保
護
対
策
、
市
内

産
業
活
性
化
対
策
等
の
有
効
性
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

�
市
川
市
で
は
、
市
民
税
の
１

％
を
納
税
者
自
ら
選
択
で
き
る
制

度
を
制
定
さ
せ
た
。
市
民
が
市
政

に
関
心
を
も
つ
た
め
に
も
、
市
民

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
も
有
効

な
施
策
で
あ
る
と
思
う
。
小
金
井

市
で
も
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

市
民
は
税
金
を
納
め
る

金
額
に
は
関
心
が
高
い
が
、
ど
う

使
わ
れ
る
か
に
は
関
心
が
薄
い
。

平
成　

年
ま
で
は
、
財
政
が
厳
し

２２

い
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
思

っ
て
い
る
。

　

�
こ
の
施
策
を
一
歩
進
め
て
、

市
民
が
望
む
事
業
へ
の
予
算
上
乗

せ
が
可
能
と
な
る
制
度
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。
あ
る
意
味
で
は
、
直

接
民
主
主
義
の
実
現
と
も
い
え
る
。

例
え
ば
、
図
書
館
の
蔵
書
購
入
費
、

市
民
が
税
金
の
使
い
方
を

選
択
す
る
制
度
に
つ
い
て

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

児
童
青
少
年
課
長　

�
障
害
児

の
入
所
希
望
も
増
え
て
お
り
、
受

入
れ
の
拡
充
は
大
切
な
問
題
と
考

え
て
い
る
。
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
な
る
べ
く
早
く
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
介
護
保
険
利
用

料
の
減
免
措
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
」「
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

事
業
の
事
実
上
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
土
地
区
画
審
議
会
選
挙
を
多
く

の
反
対
す
る
地
権
者
を
残
し
た
ま

ま
実
施
し
て
い
い
の
か
に
つ
い

て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
学
童
保
育
の
事
業
に
は
、
全

体
と
し
て
、
明
確
な
設
置
運
営
基

準
が
な
い
。
今
後
の
学
童
保
育
の

事
業
で
の
安
全
性
の
確
保
、
保
育

の
充
実
を
考
え
、
利
用
者
の
意
見

を
聞
い
て
、
市
と
し
て
、
設
置
運

営
基
準
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
�
学
童
保
育
の
障

害
児
受
入
れ
の
拡
充
を
求
め
る
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
発
達
障

害
者
支
援
法
の
実
施
に
当
た
り
学

童
保
育
の
障
害
児
受
入
れ
の
強
化

を
求
め
る
厚
生
労
働
省
の
要
請
も

各
自
治
体
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、

学
童
保
育
の
障
害
児
受
入
れ
の
拡

充
を
図
れ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
市
と
し

て
運
営
基
準
を
つ
く
る
と
い
う
認

識
は
も
っ
て
い
る
。
今
後
の
課
題

学
童
保
育
の
充
実
に
む
け
て

で
サ
ー
ビ
ス
量
が
下
が
っ
た
と
は

言
え
な
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
平
成　

年
１４

４
月
か
ら
の
精
神
保
健
法
の
事
務

移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
師
１

名
、
事
務
職
２
名
を
配
置
し
、
健

康
課
に
精
神
保
健
係
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
都
に
人
的
支
援
、
職
員
派

遣
を
要
望
し
て
い
る
。
�
い
つ
、

ど
の
法
人
に
移
譲
す
る
か
は
現
時

点
で
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
法
人

が
手
を
挙
げ
る
段
階
に
な
っ
た
ら

小
金
井
市
に
情
報
提
供
す
る
と
東

京
都
は
述
べ
て
い
る
。
法
人
及
び

都
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
精
神
保
健
福
祉
事
業
が
法
律

の
改
定
に
よ
り
市
に
移
譲
さ
れ
て

以
降
、
都
保
健
所
で
行
わ
れ
て
い

た
と
き
よ
り
も
事
業
が
後
退
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
�
市
保
健

セ
ン
タ
ー
の
専
任
職
員
配
置
を
拡

充
す
べ
き
。
及
び
専
任
職
員
の
出

向
派
遣
を
都
に
求
め
る
べ
き
。
�

小
金
井
生
活
実
習
所
の
動
向
に
対

し
て
、
都
か
ら
の
相
談
内
容
を
明

ら
か
に
す
べ
き
。
及
び
、
保
護
者

の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
都
と

受
託
法
人
に
対
し
て
要
請
を
行
う

べ
き
。

　

健
康
課
長
補
佐　

�
数
字
か
ら

見
る
と
、
市
で
事
業
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
下
が
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
密
接
な
調
整
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
数
字
だ
け

保
健
事
務
と
生
活
実
習
所

移
譲
へ
の
認
識
を
問
う

障害児受入れ拡充が望まれる学童保育所

待望のココバス（東町循環）

が
っ
て
い
る
。
�
市
長
は
国
に
対

し
て
見
直
し
を
求
め
な
い
か
。
�

制
度
の
一
本
化
に
よ
り
精
神
障
害

者
の
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進

め
な
い
か
。

　

市
長　

�
公
平
な
負
担
を
み
る

と
す
べ
て
悪
い
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
厳
し
く
見
守
り
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
費
用
負
担

を
応
益
割
に
す
る
こ
と
は
大
き
な

影
響
が
出
て
く
る
。
世
帯
同
一
生

計
に
よ
る
利
用
者
の
負
担
は
、
慎

重
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
精

神
障
害
者
の
施
設
整
備
は
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
っ
て
い
き
た
い
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
東
町
市
民
待
望
の
コ
コ
バ
ス

は
福
祉
の
要
素
を
持
っ
た
バ
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
が
、

�
運
行
回
数
を
一
時
間
に
二
本
か

ら
三
本
に
増
や
さ
な
い
か
。
�
東

町
一
丁
目
に
も
運
行
し
な
い
か
。

�
南
口
商
店
街
の
昭
和
信
金
の
前

に
停
留
所
を
増
や
さ
な
い
か
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
運
行
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。
�
交
通

安
全
対
策
上
、
困
難
。
�
７
月
中

に
停
留
所
を
増
や
し
た
い
。

　

�
国
会
審
議
中
の
「
障
害
者
自

立
支
援
法
は
、
身
体
、
心
身
、
精

神
の
障
害
者
の
制
度
を
一
本
化
す

る
と
と
も
に
、
費
用
負
担
が
重
く

な
る
応
益
割
や
世
帯
同
一
生
計
に

よ
る
負
担
を
導
入
す
る
も
の
で
、

障
害
者
団
体
か
ら
批
判
の
声
が
あ

東
町
市
民
待
望
の

コ
コ
バ
ス
の
改
善
を
問
う

高架化が進む中央線とジャノメ跡地

分
せ
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
に

位
置
づ
け
、
ジ
ャ
ノ
メ
通
り
や
農

工
大
通
り
や
小
金
井
街
道
東
側
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
Ｊ
Ｒ
に
強

く
要
望
す
る
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
コ
コ

バ
ス
停
留
場
は
駅
前
広
場
で
確
保

し
た
い
。
�
具
体
的
な
土
地
利
用

の
考
え
は
な
い
が
、
新
た
な
ま
ち

お
こ
し
の
拠
点
と
い
う
考
え
だ
。

　

市
長　

�
第
１
地
区
が
完
成
す

れ
ば
、
床
需
要
が
生
ま
れ
て
く
る
。

■
他
に
都
中
小
企
業
勤
労
者
生
活

資
金
融
資
制
度
の
改
善
を
求
め
た
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
小
田
急
線
で
は
高
架
下
駐
輪

場
は
鉄
道
事
業
者
が
経
営
し
、
従

来
の
区
立
駐
輪
場
は
新
た
な
利
用

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
央
線
高

架
下
も
Ｊ
Ｒ
の
土
地
に
駐
輪
場
を

ま
か
せ
、
本
市
の
公
共
利
用
の
幅

を
広
げ
な
い
か
。
�
小
金
井
街
道

の
高
架
下
の
橋
脚
は　

ｍ
と
広
い

３３

の
で
、
吉
祥
寺
駅
を
見
習
い
、
コ

コ
バ
ス
の
停
留
場
を
置
か
な
い
か
。

�
再
開
発
第
１
地
区
の
計
画
決
定

２
年
後
に
出
る
は
ず
の
市
庁
舎
建

設
を
含
む
再
開
発
第
２
地
区
の
事

業
採
算
性
へ
の
回
答
が
未
だ
都
市

再
生
機
構
か
ら
来
な
い
。
床
需
要

が
不
透
明
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
か
。
�
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
は
１
万

㎡
も
あ
る
利
用
価
値
の
高
い
ま

と
ま
っ
た
公
共
用
地
で
あ
る
。
処

高
架
下
と
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
の

有
効
利
用
を


